
▽
院
内
報
の
制
作
や
健
康
教
室
の
開
催
、

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
、
▽
診
療
所

や
介
護
施
設
と
の
連
携
─
─
な
ど
を
挙

げ
た
。
特
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
や
す
い

待
合
室
に
つ
い
て
は
、「
待
ち
時
間
が
15

分
を
超
え
る
と
25
％
の
人
が
、
30
分
を

超
え
る
と
80
％
の
人
が
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
る
と
い
う
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
。

室
内
の
明
る
さ
や
装
飾
、
呼
び
出
し
状

況
の
表
示
な
ど
、
待
ち
時
間
の
過
ご
し

方
を
工
夫
し
、
ス
ト
レ
ス
軽
減
の
効
果

を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」と
対

応
の
重
要
性
を
説
い
た
。

医
療
事
務
の
残
業
時
間
削
減 

人
員
や
業
務
手
法
を
見
直
し

続
い
て
、
Ｍ
Ｃ
Ｄ
Ｂ
の
動
向
に
つ
い

て
、
河
合
医
療
福
祉
法
務
事
務
所
の
河

合
吾
郎
代
表
が
講
演
し
た
。

「
Ｍ
Ｃ
Ｄ
Ｂ
は『
医
療
法
人
の
経
営
情
報

を
国
が
把
握
・
分
析
し
、
国
民
へ
丁
寧

に
説
明
す
る
た
め
の
制
度
』で
す
」

Ｍ
Ｃ
Ｄ
Ｂ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、原
則
、

す
べ
て
の
医
療
法
人
が
対
象
で
、
２
０
２

３
年
度
の
早
期
に
施
行
が
予
定
さ
れ
て

い
る
と
説
明
。
そ
の
た
め
、「
施
行
後
に

決
算
を
迎
え
る
医
療
法
人
が
対
象
と
な

河合医療福祉法務事務所

静岡県下の事務長らが
医療法人運営に関する
法務・税務・労務などを学ぶ

第２回医療法人事務長会が
開かれ、静岡県の各所から
医療法人の事務長が参加。
収益改善や医療法人経営
データベース・患者未収金
に関する講演や業務改善事
例の発表などが行われた。

構
成
が
適
正
か
」「
業
務
手
法
は
最
適
か
」

の
２
本
柱
と
し
て
見
直
し
を
図
っ
た
。

植
木
事
務
部
長
は「
実
際
に
業
務
に
従
事

し
問
題
点
を
洗
い
出
し
ま
し
た
」と
話
し

た
。
結
果
は
、
午
前
中
の
外
来
対
応
は

受
付
業
務
の
ス
リ
ム
化
が
必
要
と
な
り
、

外
来
対
人
業
務
の
半
日
を
パ
ー
ト
職
員

へ
移
行
。
土
日
祝
日
の
日
直
業
務
へ
の

正
規
職
員
の
投
入
は「
無
駄
が
多
か
っ

た
」と
し
て
、
日
曜
日
の
日
直
業
務
を
委

託
。
さ
ら
に
、
委
託
業
務
の
余
剰
時
間

で
病
棟
の
伝
票
入
力
な
ど
も
担
当
し
て

も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

月
平
均
の
残
業
時
間
は
３
分
の
１
に
ま

で
減
少
し
、
正
職
員
の
業
務
負
担
を
軽

減
し
た
う
え
、
平
日
の
人
員
配
置
を
強

化
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

ほ
か
に
も
、
昨
年
度
の
質
問
よ
り
、

ア
イ
ン
社
会
保
険
労
務
士
法
人
の
今
泉

代
表
が
労
務
の
視
点
か
ら
解
説
し
た
。

閉
会
の
挨
拶
に
、
河
合
代
表
は「
事

務
長
同
士
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
、

好
評
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
年

１
回
の
開
催
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後

は
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
連
絡
が
取
れ
る
体

制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」と
展
望
を
語
っ
た
。

５
月
20
日
に
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
浜
松

に
て
、
第
２
回
医
療
法
人
事
務
長
会
が

開
催
さ
れ
た
。
静
岡
県
内
の
医
療
機
関

の
事
務
長
ら
13
人
が
出
席
し
、
収
益
改

善
や
医
療
法
人
経
営
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（
以

下
、
Ｍ
Ｃ
Ｄ
Ｂ
）に
つ
い
て
の
講
演
や
業

務
改
善
事
例
の
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

医
療
法
人
の
収
益
改
善
策 

因
果
関
係
の
整
理
が
肝
要

最
初
の
講
演
で
は
、
税
理
士
法
人
坂

本
＆
パ
ー
ト
ナ
ー
業
務
三
部
の
諏
訪
勝

部
長
が「
医
療
法
人
収
益
改
善
」と
題
し
、

ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
や
集
患
の
手
法

を
紹
介
し
た
。

収
益
の
改
善
を
考
え
る
に
あ
た
り
、

原
因
を
考
え
る
思
考
法
と
し
て
、
Ｍ
Ｅ

Ｃ
Ｅ
を
例
を
交
え
て
説
明
。「
利
益
の
減

少
」は「
収
入
の
減
少
」と「
経
費
の
増
加
」

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に「
収
入

第２回医療法人事務長会 PHASE3 REPORT

の
減
少
」は「
患
者
数
の
減
少
」「
来
院
回

数
の
減
少
」「
診
療
単
価
の
減
少
」に
分

解
で
き
る
と
、
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
を
用
い
て
要

素
を
整
理
し
た
。
諏
訪
部
長
は「
Ｍ
Ｅ
Ｃ

Ｅ
は
、
重
要
課
題
の
見
極
め
や
課
題
の

優
先
順
位
を
決
め
る
こ
と
に
役
立
ち
ま

す
」と
紹
介
し
た
。

ま
た
、
集
患
の
手
法
に
つ
い
て
は
、

Ａ
Ｍ
Ｔ
Ｕ
Ｌ
の
法
則
が
有
効
で
あ
る
と

説
明
。Aw

areness

（
認
知
）、M

em
ory

（
記
憶
）、Trial（
試
用
）、Usage

（
本
格

使
用
）、Loyalty

（
愛
用
）の
頭
文
字
に

よ
る
造
語
で
、
消
費
者
が
１
つ
の
商
品

を
購
入
す
る
際
に
５
つ
の
段
階
を
経
て

購
入
す
る
と
い
う
も
の
。
諏
訪
部
長
は

「
患
者
さ
ん
に
は
ま
ず
知
っ
て
も
ら
う
、

覚
え
て
も
ら
う
、
そ
し
て
来
て
も
ら
い
、

診
療
を
受
け
て
も
ら
う
。
そ
の
結
果
、

満
足
し
て
継
続
性
が
生
ま
れ
、
新
た
な

ク
チ
コ
ミ
に
よ
る
認
知
が
広
が
っ
て
い
き

ま
す
。
ケ
ガ
や
病
気
に
な
っ
た
と
き
に

『
こ
の
病
院
に
行
こ
う
』と
よ
い
イ
メ
ー

ジ
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
」と
話
す
。

具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
向
上
の
手
法
と

し
て
、
▽
看
板
の
設
置
場
所
や
内
容
、

効
果
の
見
直
し
、
▽
自
治
会
な
ど
に
参

加
し
地
域
住
民
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
、

る
の
で
、
決
算
の
近
い
医
療
法
人
は
今
の

う
ち
か
ら
準
備
が
必
要
で
す
」と
呼
び
か

け
た
。
ま
た
、
準
備
す
べ
き
こ
と
は
、
①

会
計
の
適
法
化
、
②
複
数
の
医
療
機
関

を
有
数
法
人
の
場
合
は
、
施
設
別
で
損

益
計
算
書
を
製
作
で
き
る
よ
う
に
新
年

度
よ
り
部
門
会
計
を
実
施
、
③
職
種
別

給
与
お
よ
び
賞
与
の
カ
ウ
ン
ト
─
─
の

３
つ
が
あ
る
と
し
、「
時
間
が
経
過
す
る

ほ
ど
施
設
別
へ
の
会
計
デ
ー
タ
の
再
集

計
の
負
担
が
増
え
ま
す
。
な
る
べ
く
早
い

段
階
で
施
設
別
管
理
を
行
っ
て
お
く
こ

と
が
賢
明
で
す
」と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

業
務
改
善
事
例
は
、
医
療
法
人
社
団

竹
内
会
浜
北
病
院
の
植
木
康
平
事
務
部

長
が
、
事
務
部
門
の
人
員
減
少
に
伴
う

残
業
時
間
の
急
増
を
解
決
す
る
ま
で
に

つ
い
て
を
発
表
。
ス
タ
ッ
フ
の
聴
取
か
ら

負
担
と
し
て
挙
が
っ
た
午
前
中
の
外
来

対
応
と
土
日
祝
日
の
日
直
業
務
を「
人
員

税理士法人坂本＆パートナー業務
三部の諏訪勝部長
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